








経済 ,文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会を ｢与えられる｣ 者ではなく , ｢確保さ
れる｣ 者と位置付けた．このように ,地域住民が主体的に社会活動するための環境が整備さ




Factors related to self-determination of the elderly






























もに，立石 1），稲沢 2），与那嶺 3）らが SDM（shared decision making）の概念を取り入れなが
ら障がい者の自己決定について論じている．









































｢身だしなみに対する意識｣ は厚生労働省の ｢2016年度 介護予防・日常生活圏域ニーズ調
査｣ 22）及び内閣府の ｢平成 24年高齢者の健康に関する調査｣ 23），｢平成 26年度高齢者の日
常生活に関する意識調査｣ 24）を参考にした．
高齢者の ｢自己決定の実践度｣ については，｢自分のことは，自分で決めていますか｣ と問
い，回答は ｢はい（5点）｣ ｢どちらかというとはい（4点）｣ ｢どちらでもない（3点）｣ ｢どち
らかというといいえ（2点）｣ ｢いいえ（1点）｣ の５件法で求めた．























































性別は，男性 58人（25.0％），女性 174人（75.0％）であり，平均年齢は 76.0歳であった．
居住年数は，平均 34.1年で，家族構成は，｢一人暮らし｣ 33.6％，｢夫婦二人暮らし｣ 41.8％，
｢息子 ･ 娘等と同居｣ 24.6％であった．
表２　分析対象者の属性（n=232）
　　　　　項目 人数 （％）
性別 男性 58 25.0％
 女性 174 75.0％
年齢 平均 76.0歳（標準偏差 6.7、　範囲 50 ～ 94）
居住年数 平均 34.1年（標準偏差 18.9、範囲 3カ月～ 88年 3カ月）
家族構成 一人暮らし 78 33.6％
 夫婦二人暮らし 97 41.8％





対して，回答は ｢はい（5点）｣ は 77.6％，｢どちらかというとはい（4点）｣ は 17.7％，｢どち

























































































各因子の平均値を確認すると ｢肯定的高齢者観｣（3.59 ± 0.59）の方が高い．また，それぞ
れの因子について因子得点間の相関，共通性，因子寄与率，Cronbachのα係数を確認した結
果，｢否定的高齢者観｣ については ｢高齢者は，役割がなくなっていく（第２領域）｣，｢高齢
者は，頑固で，気むずかしい（第４領域）｣ の２項目が ｢否定的高齢者観｣ に対して，比較的
高い負荷量を示したが，信頼性の指標である Cronbachのα係数が 0.446と低い値であった．
表４　分析対象者の高齢者観（n=232）






















































































KMO ＝ .661、N ＝ 232
変数（質問項目） 因子負荷  
第１因子 第２因子 共通性
第 1因子：肯定的高齢者観    
Q5-9高齢者は、相談相手になる 0.750 -0.119 0.631 
Q5-4高齢者は、尊敬される存在である 0.705 0.115 0.820 
Q5-3高齢者は、知恵や知識がある 0.689 0.003 0.692 
第２因子：否定的高齢者観    
Q5-6高齢者は、役割がなくなっていく 0.037 0.750 0.787 
Q5-5高齢者は、頑固で、気むずかしい -0.013 0.641 0.628 
プロマックス回転後の因子寄与 2.176 1.340 3.516
プロマックス回転後の因子寄与率（%） 34.014 16.548 50.562 
Cronbachのα係数 0.732 0.446  
平均値注１）（標準偏差） 3.59（± 0.59） 3.47（± 0.75）  
因子間相関 第１因子：肯定的高齢者観 1.000   







管理に関する実践度｣ は 0.1％水準で，｢身だしなみに対する意識｣，｢外出の頻度｣ は 1％水
準で，｢肯定的高齢者観｣ は５％水準で有意な正の関連が認められた．｢世間体に対する意識｣













自分のお金は、自分で管理していますか（金銭管理に関する実践度） 0.306 4.882 ***
身だしなみに気をつけるほうですか（身だしなみに対する意識） 0.165 2.623 **
世間体を気にする方ですか（世間体に対する意識） -0.159 -2.619 **
週に何回くらい外出していますか（外出の頻度） 0.171 2.872 **
近所との付き合いはどの程度ですか（近所付き合いの程度） 0.106 1.745 
肯定的高齢者観 0.149 2.536 *








康である｣ と ｢まあ健康である｣ を合算すると，８割以上であった．内閣府が実施した ｢平





















｢週に何回くらい外出していますか（外出の頻度）｣ は，｢週に２～４回｣ が 50.4％で最も
高かった．内閣府が実施した ｢平成 26 年度 高齢者の日常生活に関する意識調査結果｣の「あ
なたは，何かの用（散歩なども含めます）で出かけることが，週に何日くらいありますか」
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3000人で，調査期間は平成 24年 9月～ 10月に実施した．有効回収数 1081人（有効回収率 36.0％）平
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Factors related to self-determination of the elderly
: Questionnaire survey for the elderly who using the community centers
abstract
Objective: To visualize the factors related to self-determination of the elderly. They are 
the group of older people with the relatively the board range of activities and the relatively high 
level of health. 
Method: Data were collected from 350 elderly who using the community centers in the 
two cities and 232 no missing data ware analyzed. The use of multiple regression analysis with 
SPSS was showed about the relationship between 〔self-determination〕 and 〔frequency of going 
out〕,〔money management〕, 〔Seken-tei : caring about what people would say about them〕, 〔well 
dressed and groomed〕 , 〔their views for elderly〕.
Result: The significant factors from the result of multiple regression analysis consisted of 
〔money management〕（p<.001）, 〔frequency of going out〕（p<.01）, 〔Seken-tei : caring about 
what people would say about them〕（p<.01）, 〔well dressed and groomed〕（p<.01）, 〔their 
views for elderly〕（p<.05）.
Conclusion: The results of the study revealed that the self-determination of elderly 
contributed to making their lives independent.
Key wards
Self-determination, elderly, independence, questionnaire survey
